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＜要約＞ 本研究では、「e ラーニングマネージメント」を開発する。そこで、Goal-Based Scenario

と呼ばれる ID 理論を適用した。半構造的面接でインタビューを実施し、シナリオ作成に必要な

情報を最大限引き出せるようにした。 

＜キーワード＞ Goal-Based Scenario、シナリオ作成、インストラクショナルデザイン 

 

1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

本研究では、筆者らが開発・実施した「e ラ

ーニングファンダメンタル（鈴木他，2003）」

の上級講座として「e ラーニングマネージメン

ト（以下、ｅＬ管理論）」を開発する。ｅＬ管

理論は、発注者側（ユーザー）でシステムの運

用と管理ができる人材を育成することを目的

とする。本報告では、ｅＬ管理論講座開発にお

いて、教授設計理論を用いたシナリオ開発の内

容と方法について述べる。 

 

2.2.2.2. ｅＬｅＬｅＬｅＬ管理論開発方法管理論開発方法管理論開発方法管理論開発方法（（（（シナリオシナリオシナリオシナリオ作成作成作成作成））））    

ｅＬ管理論の学習目標は、「受講者が発注者

として業務に携わった時、どう対応すべきか判

断できること」である。現場で応用できるスキ

ルを習得するにはできるだけ具体的な事例が

必要だと考えた。そこで、Goal-Based Scenario

（以下、GBS）と呼ばれる ID 理論（Nemoto & 

Suzuki, 2004）を適用した。 

GBS はシミュレーション型教材を作成する

時に用いられる。当講座では、学習者が e ラー

ニング導入に関わるチームメンバーの一人と

して、導入－設計－開発－評価のプロセスを疑

似体験しながら自然とスキルを身につけるこ

とを狙う。また、所々に、学習者が与えられた

役割を演じながら、業務内で起こりうる問題を、

用意された情報源を用いて判断する場面を設

けた。これは GBS に基づくシナリオが、学習

目標・使命・カバーストーリー・役割・シナリ

オ操作・情報源そしてフィードバックの 7 つの

構成要素で構成されることを意識している。    

GBS では、魅力あるストーリーを重視する。

そこで、実際に e ラーニングを導入している企

業の担当者にインタビューを実施し、現実性の

あるストーリーを作成した。インタビュー実施

前に、学習者に求められるスキルと知識を選定

し、GBS 各構成要素で必要とされる項目を洗い

出した。この情報を使った半構造的面接でイン

タビューを実施することで、シナリオ作成に必

要な情報を最大限引き出せるようにした。特に、

学習者がある与えられた状況の中でどのよう

に考え、判断するかが鍵となるため、シナリオ

操作と情報源の項目に重点を置いた。 

 

3.3.3.3. GBSGBSGBSGBS をををを使使使使ったったったったシナリオシナリオシナリオシナリオ設計設計設計設計    

今回作成したシナリオの一例を表１に示す。

提示した 2 種類のシナリオは、同一の事例で異

なる役割を学習者に与えている。複数の役割か

ら同一事例を反復学習させることで、学習者に

習得させたい知識を自然と身につけさせる。こ

れを、スパイラル式 GBS と呼ぶことにした。 
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表１：GBSに基づいたシナリオ －A 社の e ラーニング導入プロジェクト－ 
学
習
目
標

 

学習者がリーダーの指示に従い、研修に関連業

務とその内容を理解して適切に業務遂行できる

こと。また、教育体系(e ラーニング・集合研修)
について理解し、研修を作り上げる過程におい

てどのような作業が必要なのか説明できるよう

になること。 

学習者が各プロセスにおいて、必要な情報を選択し、利用

して研修を企画し、運用できる知識とスキルを身につける

ことができること。また、リーダーとして全体の作業を把

握し適切な指示ができるようになること。 

 新任管理者研修講座の改訂のプロジェクトをプ

ロジェクトの一員として、リーダーの指示に基

づき担当する。 

新任管理者研修講座の改訂実施を企画提案から運用まで

プロジェクトリーダーとして成功させる。 

カ
バ
ー
ス
ト
ー
リ
ー

 

A 社は、電力サービスを担う大手だ。人材育成のテーマとして「学習する組織作り」を掲げているが、実

際の教育は事業所単位に行うことが多い。約 15 年前の新人社員教育用 CAI 導入を機に、WBT を経て、e

ラーニングを導入した。学習者や教育企画者にとって、システム活用に抵抗はそれほどない。個人単位で

必要な時に学習することのメリットを社員が理解し、企業文化に溶け込んでいるからだ。一方で、WBT や

e ラーニング導入に伴い、CAI やテキストで使っていた教材を単に Web 上に掲載するような開発ではいけ

ないと実感している。これらの経験から、より効率的に活用できるよう e ラーニングの効果・開発手法も

分析しながら教材開発に取り組むようになった。徐々にプロセスも確立し、安定的な運用が可能となった。

総合研修所では、新任管理者研修の一部に e ラーニングを取り込むことを提案することにした。新任管理

者研修は当研修所で企画・実施をしている全社向け科目である。管理者はこの講座の受講が必須である。

一方、課長対象に実施した能力アセスメントサービスの結果、全体的に状況対応力が低いという評価を受

けた。新任管理者研修改訂には、状況対応力向上を目指した内容を入れたいと考えている。 

役
割

 

総合研修所社員研修担当石川啓太。入社 3 年目

で今年当研修所に配属された。それまでは人事

部に所属しており、研修業務には詳しくない。

総合研修所社員研修主任を勤める香川高志。新任管理者研修

の改訂案を提案し、プロジェクトをまとめる。現場での経験

を買われ、e ラーニング導入元年に当部署に配属。 
シ
ナ
リ
オ
操
作

 

1) 担当者と業務分担表を使って、講座開発

にはどのようなメンバーが必要なのか確

認する 
2) リーダーによって用意されている仕様書

とその内容について書いてあるものを選

んでマッチングさせる（穴埋め問題） 
3) 全体の業務の中で、三年目の石川啓太自

身が担当できそうだと思える部分を考え、

選択する。業務分担表の中の自分の役割は

何か？ 
4) 今回の LMS での管理画面の一例を示す。

これらの画面の中に含まれている機能に

ついてそれぞれ説明する 

5) 受講者に解説メールを送信するために、

解説メールの雛形を作成する。用意した 3
つのメールの中でどれを標準の雛形とし

て設定するか？適切なものを選択し、理由

と一緒に説明する 
6) 報告書の作成を行う(報告書のテンプレー

トと収集済みのアンケート結果を用いる) 

1) 新任管理者研修講座内で e ラーニングを使って実施す

ることの妥当性やメリットなどを分析する 

2) 1)での分析を活用し仕様書として作成する 
3) 企画書のレビューをする 
4) 講座改訂提案をするにあたり研修専門家でない相手

(人事労務部長)に対してわかりやすく今回の研修内容

について説明できるストーリーを考える 
5) チームメンバーの業務内容を考慮して、石川啓太に担

当させる作業を検討する 

6) e ラーニング提供会社が商品を導入しようとしたとき

の確認事項を列挙する 
7) 掲示板の管理、解答メールへの対応はどのように運用

すれば効率的か検討し、アイディアをまとめる 

8) 受講者からの解答メールに対して、確認すべきポイン

トを設定し、担当者間でのズレがないようにする。ど

ういった点に注意して管理するか？ポイントを挙げる

9) アンケートの項目とその項目を用いる理由を石川啓太

に説明する 
10) 今回の講座で、LMS の機能を使って活用したほうが良

いと思われる情報は何か、選び出す。(どのような管理

がしたいか、また使用している LMS の機能について

は情報として提供する) 
11) 受講者への対応を効率よく行うためのアイディアをま

とめ説明する 

情
報
源

 

改訂前研修の仕様書/研修企画書フォーマット/研修企画書フォーマットに入れるデータ/作成済み研修企画

書/提案書フォーマット/提案書/メンバーと業務担当一覧/当研修開発スケジュール一覧/コンテンツ確認事

項一覧/外部教材採用判断基準リスト/レビュー表/研修実施スケジュール表/X 社製 LMS の管理機能項目/受

講者管理に必要な情報一覧作成シート/LMS で管理したい情報/アンケート・報告書フォーマット/教育手法

分析法一覧/研修企画書作成のポイント集/ID プロセスモデル/外部業者(BP)詳細情報リスト/外部教材採用

判断基準リスト/e ラーニング提供会社コンテンツシナリオ情報/運用の成功・失敗事例/システム構成図/アン

ケートを作成する目的/評価におけるアンケートの位置づけ 

 1) 互いの主張を明らかにした後に、グループ討議などで意見を交換する 
2) メンター・ファシリテーターなどが教育場面や BBS などを用いてアドバイスを与える 
3) シナリオ操作が上手く展開しない場面で、擬似事例と解決方法を参照させる 

使
命

 

フ
ィ
ー
ド

 

バ
ッ
ク

 



 


